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議案第１５号

取手市消防団条例の一部を改正する条例について

取手市消防団条例（平成２３年条例第９号）の一部を別紙のとおり改正する。

令和４年２月２８日提出

取手市長 藤 井 信 吾

提案理由

災害の頻発・激甚化による消防団員の負担の増加等を踏まえ，総務省消防庁が新た

に定めた非常勤消防団員の報酬等の基準に基づき，消防団員の処遇改善を図るほか，

所要の整理を行うため，本条例の一部を改正するものです。
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取手市消防団条例の一部を改正する条例

取手市消防団条例（平成２３年条例第９号）の一部を次のように改正する。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示す

ように改正する。

改正後 改正前

(服務規律) (服務規律)

第 10 条 団員は，団長の招集によって出動

し，職務に従事するものとする。ただし，

招集を受けない場合であっても，災害(水

火災又は地震等の災害をいう。以下同じ。)

の発生を知ったときは，あらかじめ指定す

るところに従い，直ちに出動し，職務に従

事しなければならない。

第 10 条 団員は，団長の招集によって出動

し，職務に従事するものとする。ただし，

招集を受けない場合であっても，水火災そ

の他の災害の発生を知ったときは，あらか

じめ指定するところに従い，直ちに出動

し，職務に従事しなければならない。

(報酬) (報酬)

第 14 条 団員に対する報酬は，年額報酬及

び出動報酬とする。

第 14 条 団員に対する報酬は，取手市特別

職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例(昭和31年条例第59号)

の規定に基づき支給する。

2 団員には，年額報酬として別表第 1に定

める額を支給する。

2 報酬は，半期ごとに等分し，それぞれの

期における最終月の末日までに支給する。

3 前項に規定する年額報酬について，団員

が年の中途において任命されたとき，又は

年の中途において退職，失職若しくは死亡

によりその職を離れたときは，その報酬

は，月割りによって計算し支給する。

4 前項の規定により算定した額に 1円未満

の端数が生じたときは，これを切り捨てる

ものとする。

5 団員が災害，警戒，訓練等の職務に従事

したときは，出動報酬として別表第 2に定

める額を支給する。

6 報酬の支給方法は，規則で定める。

(費用弁償)

第 15 条 団員が公務のため旅行したとき

は，その旅行について費用弁償として別表

第 1に定める額の旅費を支給する。

(費用弁償)

第 15 条 団員が水火災，警戒，訓練等の職

務に従事したときは，費用弁償として別表

に掲げる額を支給する。
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別表を次のように改める。

別表第１（第１４条，第１５条関係）

別表第１の次に次の１表を加える。

別表第２（第１４条関係）

2 前項の旅費の支給方法は，取手市職員の

旅費に関する条例(昭和32年条例第81号)

の規定により一般職の職員に支給される

旅費の例による。

年額報酬 旅費の額

(相当する職)職 名 支給額（年）

団長 １４２，０００円 副市長

副団長及び方面隊長 ９８，０００円 〃

方面本部員 ８０，０００円 〃

分団長 ５５，０００円 〃

副分団長 ４５，５００円 〃

部長 ３７，０００円 ３級

班長及び機関要員 ３７，０００円 〃

団員 ３６，５００円 〃

出動報酬

分類 区分 支給額（１日につき）

災害出動 火災（鎮火後の再燃防止活動を含む。） ８，０００円

（１回の出動が４時間に満た

ない場合は，４，０００円）

水害

その他の災害

警戒出動 堤防の巡視，警戒，捜索等
２，０００円

市長が特に必要と認める警戒，捜索等

訓練等 演習，消防，水防訓練等

２，０００円防災訓練，救命講習会の指導等

防火診断等

その他 一定期間継続して行う訓練（ポンプ操

法訓練等） １，０００円

市長が特に必要と認めるもの
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付 則

（施行期日）

１ この条例は，令和４年４月１日から施行する。

（取手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正）

２ 取手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和３１

年条例第５９号）の一部を次のように改める。

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示

すように改正する。

改正前（対応する改正後の欄はこの欄の次に記載）

別表(第 1条，第 5条関係)

職名 報酬額(円)
旅費の額

(相当する職)

教育委員会委員 (略) 副市長

選挙管理委員会の部から選挙立会人の部まで (略) (略)

防災会議委員 日 6,300 (略)

国民保護協議会 (略) (略)

消防団 団長 年 142,000 〃

副団長及び方面

隊長
〃 98,000 〃

方面本部員 〃 80,000 〃

分団長 〃 55,000 〃

副分団長 〃 40,000 〃

部長 〃 35,000 3 級

班長及び機関要

員
〃 32,000 〃

団員 〃 29,000 〃

政治倫理審査会 会長 日 6,700 副市長

委員 (略) (略)

特別職報酬等審議会の部から体育施設運営委員

会の部まで
(略) (略)
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改正後（対応する改正前の欄はこの欄の前に記載）

別表(第 1条，第 5条関係)

職名 報酬額(円)
旅費の額

(相当する職)

教育委員会委員 (略) 副市長

選挙管理委員会の部から選挙立会人の部まで (略) (略)

防災会議委員 日 6,300 (略)

国民保護協議会 (略) (略)

政治倫理審査会 会長 〃 6,700 〃

委員 (略) (略)

特別職報酬等審議会の部から体育施設運営委員

会の部まで
(略) (略)


